KENWOOD 

才ーデイオビデオサラウンドレシーパー 

KRF-V3030D 

取扱説明書 

お買い上げいただきましてありがとうございました。 

ご使用の前に、この取が説明書をよくお読みのうえ、説明の通り正しくお使いください。 
また、この取巧説明書は大切に保管してください。 

本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはできません。 


巧な会なクンウッド 

KENWOOD CORPORATION 

本説明含の他に、取扱説明書•別冊『リモコン操ィ偏 B 』 がが■属されています。 
確実に操作するため、必ず別冊の内容もお読みの 上 ご使用ください。 


付属のリモコンにつし、て (FtC-Ft0809) 

本機のリモコンは、従来のリモコンに比べてをくの操作モードを持っています。 
リモコンを有効に使用するためにを別冊のリモコンの取扱説明書をよくお読みになり、 
リモコンのしくみ、操作モードの切り換えかたなどをよくご埋解の上でご使用ください。 
リモコンのしくみ、操作モードの切り換えかたを知らないまま操作すると、正しく操作でき 
ないことがあります。 
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SRS Circle Surround C0DCS (マルチチヤンネル再 

を) 

SRS Circle Surround は、ステレオ 2 チヤンネルのソースを 、 DTS 
サドルビーサラウンドのように、マルチチヤンネル再生をずるシステ 
ムです。 

CD など通常ステレオ2チヤンネルのソースを、お手持ちのマルチス 
ピーカー(フ□ント、セン女一、サラウンドスピーカーなど）で再生し 
て楽しむことができまず。 


DV の6チヤンネル A 力 

本機は DVD 6 チヤンネル入力に対応していまず。おを持ちの DVD プ 
レーヤーが DVD 6 チヤンネル化力に対応している場合は、 DVD 6 チヤ 
ンネル接備をずることじよって、よリタカ栗的なサラウンドをお楽しみ 
いただけます。 

LCDi 寸きユニバーサル旧 ( 赤外線)リモコン 

本機にが属しているリモコンで、本機に接揣したオーディオやビデオ機 
器の操作ちできまず。簡単な設定手順で接綿した機器を登録できます。 
LCD (液晶表示)じよって、操作手順や、リモコンの状態がわかリやずく操 
作できまず。 

マクロフ。レイ 

本機のリモコンで操作できる内容を登蟲しておくことができまず 。 LD 
プレー中一を再生ずるとき、ビデオデ、ソキを再生ずるときなど、目的 
じあわせてあ6かじめ操が内容を設定しておくと、リモコンのキーを 
押ずだけで.、関連磯器の電源オンや人力の選がなどの基本操作を自 
動的に行うことができまず。（マク□プレイに機器の操作を登歸ずる 
ときは、お手持ちの磯器のリモコンのセットア、ソプコードを登録して 
お < 必要がありまず。） 


i 寸属品 


巧で'桃そ:-^^! 


次の付属品がそろっていることを確認してください。 


DSP サラウンドモード 

.DSP (デジタルシグナルプロセッサー）サラウンドモードは、ソースじ 
合わせて劇塌やコンサートホールなどの雰囲気を選ま尺ずることがで 
きます。 


DTS (Digital Theater System) 

DTS は新しいサラウンド方式で、ドルビーデジタルを上回るデータ 
量を持ち、より高音質のサラウンド再生ができまず。を巧マークの 
がいた DVD やレーザーディスクソフトなどを再生ずることができま 
ず。信号のチャンネル数は、ドルビーデジタルと同じ日.1チャンネル 
ですがデジタル錶音時の音声圧雛率を低 < したフォーマットである 
ため、音に厚みのある高 S / N の再生が巧能になっていまず。また、ダ 
イナミックレンジが広くセパレーシヨンに優れるなど擲密で雄大な 
サウンドが特長でず。 


• 取扱説明書の使用方法 
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i 本書は、準備編、操作綱、その他、リモコン操作編、の4つの章にかかれて 
' います。 

準漁'桿 

巧全上のごを意、お手持ちの才ーディオおよびビデオ磯器との接続のし 
かたが、サラウンド設定などの準備のしかたを説明していまず。 

まずはじめにをを上のごミ主意をよくお読みください。またおを持ちのオー 
ディオやビデオ機器によっては、接欄がとても複雑になることがありま 
すので、取扱説明害をよくお読みのうえ、接縮して<ださい。 

操作編 1 

本機で使用できるを種槪能の操作方法を説明しています。 

ぞのが 

さ女障と思われる症巧でずが…、定:格などを示してあ y まず。 

リモコン操作編 ( 別冊 ) 

他の機種をリモコン操作するためのクイックスクートガイドをはじめ、リ 
モコン操作の方法を説明していまず。各種の設定、登録を済ませておく 
と、本磯とお手持ちの AV 機器(テレビやビデオ、 LD プレーヤー、 CD プレー 
ヤー等）が、本機に付属のリモコンだけで操作できるようになりまず。 


本機の特長 

-ユこ • 二■で’... .抵こ•■..里;田だ'’ ,泌な ■— 故;こ;阻 g 。 思に SE 35 猫腹な;’二端こ MS ; こ脚 mSRs : 立が似,な s を窃 

多彩なホームシアター機能 

本機には、ご家庭で映像ソフトを十分に窠しんでいただくためじ多彩な 
リッスンモードを巧意しています。お手持ちの機器や、再生する映像ソフ 
卜じ合わせてモードを選び、お楽しみください。 -® 

DOLBY PRO LOGIC & DOLBY 3 STEREO 

nn 面 iBVSURROUHDl マークのついた峽像ソフトを，賊函館と罔じような 
ち響劾粟で再現するサラウンドシステムです。 

専用の◎捲を使用ずることじより，フロント、センター，サラウンドの 
さ声信号がントお化しまず。 

また 、 DOLBY 3 STEREO は、フ□ント I センクースピーカーだけを 
使巧しているときにサラウンド成分の信号をフ□ントスピーカーにふ 
リがけます。 、 

DOLBY DIgItAL (AC-3) 

ドルビーデジタル ( AC -3) モードでは、ドルビーデジタル （ AC -3) 
フォーマットのデジ;;^^レ信号のん力を、デジタルサラウンドで築しむ 
ことができます 。 DOLBY DI 白 1 tAL ( AC -3) フォーマットでは、最大 
日.1チヤンネルのデジタル信号が独立して入力されるので、従来の 
ドルビーサラウンド【こ比べて、圧倒的に高音質で迫力ある簡場感を 
楽しむことができます。 
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マークのついている頁はを全確保のために必ずお読みください。 
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はじめに . 2 

取扱説明書の使用方ま . 2 


f 敷 S 瞬 igs 擬 ^クイックスタートガイド . 1 

啤ン操作を’リモコンをち劾に使うために . 3 

S 彌覆)’故ち他の機器をリモコンで操作する . 10 

故障と思われる症巧ですが ••• . 12 


故障と思われる症がですが • 

公をお . 

壌証とアフターサービス …… 


ステレオ音のエチケット 

楽しい音楽も、時と場所によっては気になるもの 
です。聯りお巧への配慮を十分いたしましょク。ス 
テレオの音量は、あなたの也がけ次第で大きくも 
かさくもなりまず。特に静かな夜闇には、かさな音 
でも通りやずいものです。夜闇の音楽鑑賞じは、特 
に気を配りましょう。窓を顔めたり、ヘッドホンをご 
利巧になるのも一つの方法でず。お互いにムを配 
り、快い生活環境を守りましょう。 


ェか：;卜 J 


結露にご注意 

本職と外気の湿度差が大きいと、本機に水滴(露)がが < ことがあ 
ります。この現象がおきまずと、本機が正常に動作しないことが 
あ LJ ます。 

このようなときには、本機の電源を入れたが態で、数時园放置 
し、乾觸させてからご使用ください。 

次のような状態のときは、特に結露にご ミ ま意ください。 

気温差の大きいところへ持ち込んだとき节、湿気の多い部屋など。 


接点復活剤について 

接点復活剤は、故障の原因となることがありまずので、ご使用にな 
らないでください。特にオイルを含んだ接点復活剤は、プラスチッ 
ク部品を変形させることがありまず。 


セットのお手入れ 

前面パネル、ケースなどが汚れたときは、柔らかい布でからぶき 
しまず。シンナー、ベンジン、アルコールなどは変色の原因じなる 
ことがありまずので、ご使用じならないでください。 


/ ブ233455677 
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製品を安全にご使用いただくため、ほ全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。 


株な会社ブンウッド 
KENWOOD CORPORATION 


この r ま全上のごを意」には、当社のオーディオ機器全般について 
の内容を記載しています。 

(説明項目の中には、操作説明部と重複する内容もあります） 


—絵表示について 

この取扱説明書(安全編)では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害をポ然に防止する為に、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意巧は次のようになっています。内容を良く理解してから、本文をお読みください。 

A 敬と t この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性 

Z 1 V 言口 が源をされる内容を示しています。 

A みを'^.'..;...^..' この表示を無見して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定され 
/：\ J と居、 る内を、および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


A 

«»«» 


絵表示の例- 

A 記号は、を意（危険•警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 
図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電を意）が描かれています。 

0記号は、禁止の巧為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合はみ解禁止）が描かれています。 


♦ 記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

^図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから巧く）が描かれています。 


おを様または第互をが、この製品の誤使用.お障.その他の不具合およびこの醒品の使用によってをけられた損害につきましては、法令上の賠憤 
貴任が認められる場合を除き、当社は一切その貴巧を負いませんので、あらかじめご了承ください。 


この觀品の故障.誤酬ち.不具合などによって発生した妨こ掲げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切その貴任を負いませ 
んので、あらかじめご了承ください。 

• おぎ様または第=をがテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
•録音•再生などおをおまたは第己をが製品利用の機会ををしたことによる損害 






交流100ボルトなかの電圧で使用しない 

0 この機器は、交流100ボルト専用です。 

指定が外の電源電圧で使用しないでくださ 

い。 

火災•感電の原因となります。 


が熱にを意 


〇 


設置の際は、壁から 10 cm は上離してくださ 

い 0 

機器のカバー等にある舟よ、放熱のための 
通風孔ですので、ふさがないようにごま意 
ください。 

•あおむけや横倒し、逆さまにして使用しな. 

■風通しの悪い狭い所に押し 
込まなぃ。 じ^^ 

* ホを掛けたり、じゅうたん、 

布団の上において使用しな づ产 
い。 

通風?しがふさがると、内部に熱がこもり、火 
災の原因となります。 


風呂、シャワー室では使用しない 

/0\風呂、シャワー室など湿度の高いところや、 
水はねのある場所では使用しないでくださ 






異常が起きた場合は 

^ 煙が出たり、変な臭いや音かする場合は、す 
ぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから巧いてください。 

そのまま使用すると、火災•感電の原因とな 
ります。 


煙や、異臭、異音が消えた 
のを確かめてから修理を 
ご依頼ください。 


I 


义災•感電の原因となりま 
す。 


電源コードの取扱い 

0 電源コードを傷つけたり、加:!:したり、無理 
に曲げたり、わじったり、引っ張ったり、加 
熱したり、ステープルやななどで固定しな 
し、でください。また、電源コードの上に重い 
ものをのせたり、コードが本機の下敷きに 
ならないようにしてください。コードを敷 
物などで覆ってしまうと、気づかずに重い 
ものをのせてしまうことがあります。 

コードが傷つき、火災•感電の原因となりま 
す。 一、 I 


電源プラグは清潔に 

© 電源プラグの刃および巧のせ近に埃や金属 
物が付着している場合は、電源プラグをな 
いてから乾いた布で取り除いてください。 
そのまま使用すると、 

火巧•感電の原因とな \\\レ/^ 

ります。 つ^じ^ 


ります。 


ぎれいにしまし d 


ケースを，絶対に開けないでください 

機器の裏ぶた、をパーを開けたり、改造をし 
oy ないでください。 

一 内部には電圧の高い部みがあり、义災•感電 
の原因となります。 

点検、修理は販売店または当社サービス拠 
点にご依頼ください。 へ 



機器の内部に水や異物を入れない 

機器の上に花びんやコップなど水の入った 
胃容器を置かないでください。 

こぼれて中に乂ると、义災•感電の原因とな 
ります。 

0 機器の通風孔、関口部から内部に金属類や 
燃えやすいものなどを差し込んだり、落と 
し込んだりしないでください。 

火災•感電の原因となります。 


を 


〇 電源コードが傷ついたら(芯線の露出、勘線 
など)修理をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災•感電の原因とな 
ります。 ィ ー ^ 


内部に水や異物などが乂った場合は、まず 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ 
ントから巧いて、点検、修里をご依頼くだ 
さい。 

そのまま使用すると、火災•感電の原因とな 
ります。 A 









落下した機器は使わない 

C 機器を落としたり、カバーやケースがこわ 
れた場合は、電源スイツチを切り、電源プ 
ラグをコンセントから抜いて、点検、修理を 
ご依頼ください。 , 

そのまま使用すると、 一 _ . 
火災•感電の原因となレ艇 
ります。 


雷が鳴り始めたら 

アンテナ線や電源プラグには触れないでく 
柳 £4*!^ 因となりま宁巡^ 


電池は放置しない 

© 電池は、幼児の手の届かないところへ置い 
てください。ボタン電池など小型の電池は 
特にご注意下さい。 

電池をあやまって飲み込むおそれがありま 
す。 

万一、お子さまが飲み込んだ場合は、ただち 
に医師と相談してください。 


乾電池は充電しない 

ベ、 V 乾電池は充電しないで〈ださい。電'池の破 
I V 裂、液漏れにより、火災•け 

Lo'yTx しム f I ム .4 - 


がの原因となります。 


を電禁止 I 


I 卜■^•'.‘、;'’’:;が兴；*孕 

! * J . . '..J ぃ. 




ず • 私- ■. VV い i ---• ■ 

、、•- .. で，' ，.• パ:；•.占* > ^ 

•' •-ぶ J 、 、’ .JI 



電源コードを熱器具に近付けない 

0 電源コードを熱器具(ストーブ、アイロンな 
ど)に'近付けないでください。 

— I f J. -r* ■し W. 


コードの被覆が溶けて、火災 • 
感電の原因となることがあり 
ます。 ミ 


0 


電源プラグの巧き差しは 

めれた手で電源プラグを抜き差ししないで 
胃ください。 

感電の原因となることがあります。 


不安定な場所には置かない 

0 ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定 
な場所に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりしてけが， 

の原因となることがありま^^^^^ 

湿気やほこりのある場所に置かない 

0 油煙や湯気の当たる調理台、加湿器のそば、 
湿気やほこりの多し、場所には置かないでく 


ださい。 

火災•感電の原因となることが 
あります。 




温度の高い場所には置かない 

0 窓を閉めきった自動車の中や、直射日光が 
あたる場所など、異常に温度が高くなる場 
所に放置しないでください。 

本体や部品に悪い彰響を与え、火 ベ;^/ 
災の原因となることがあります。 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆるみ 
があるコンセントに接続しないでください。 
発熱して火炎の原因となることがありま 
す。販売店や電気工事店にコンセントの交 
換を依頼してください。 ^ 

電源プラグを抜くときは、電源 (\) 
コードを引っ張らないでくださ 
ぃ。 

コードが傷つき、火災•感電の原 胃 

因となることがあります。 

必ずプラグを持って巧いてく^ 

ださぃ。 ピ〜饰 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

差し込みが不完全ですと発熱したり埃が付 
着して火災の原因となることがあります。 
また、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことがあります。 


長期間使用しないときは 

^旅行などで長期間、ご使用にならないとき 
^は、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。 

火災の原因となることがあります。 


〇 













みながち萬 


.裝雞署 


指定な外のコードを使わない 

〇 関連機器を接続する場合は、各々の機器の 
取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続してくださし、。また、接続は指定 
のコー ドを使用してください。 

指定な外のコードを使用したりコードを延 
長すると発熱し、やけどの原因となること 
があります。 

指定機器がかの物を乗せない 

0 この機器の上に重いものやが•枠からはみ出 
るような大きな物を置かないでください。 
バランスがくずれて倒れたり、 

落下して、けがの原因となるこ〇〇 fi 
とがあります。 


アンテナエ事 

〇 アンテナエ事には、ほ術と経験が必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

アンテナは送配電線から離れた場所に設置 
してください。 

アンテナが倒れた場合、感電の原因となる 
ことがあります。 

機器に乗らない 

0 この機器に乗ったり、ぶら下がったりしな 
いでください。特にお子横には 
ごを意ください。 / 

倒れたり、こわれたりして、けが 
の原因となることがあります。 

006 Q ooe 

指をはさまない 

A お子おがカセツトテープ、ディスク挿入 口 
に手を入れないようごま意ください。 

指がはさまれて、けがの原因となることが 
あります。 


レーザー光源はのぞかない 

レーザー光源をのぞき込まないでくださ 

レーザー光が目に当たると視力障害を起こ 
すことがあります。 


ひび割れディスクは使わない 

0 ひび割れ、変形、または接着剤などで補修し 
たディスクは、使用しないでください。 
ディスクは機器内で高速回転しますので、 
飛び散つて、けがの原因となることがあり 
ます。 


音量に気をつけて 

〇 はじめに音量(ボリユーム)を最小にしてく 
ださし、。 

突が大きな音がでて聴力障害などの原因と 
なることがあります。 

へッドホンをご使用になるときは、音量を 
上げすぎないようにしてください。 

耳を刺激するような大きな音量で長時間続 
けて聴くと、聴力に悪い影響を与えること 
があります。 


移動させる際は 

含> 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必 
^ず電源プラグをコンセントから抜き、アン 
A テナ線、機器間の接続コードなど外部の接 
続コードを外してから巧ってください。 
コー ドが傷つき 、火災、感電の原因となるこ 



とがあります C 




電ミ也の取扱い 


〇 


電池は誤った使し、方をすると、破裂、液漏れ 
により、火災、けがや周囲を破損する原因と 
なることがあります。 

次のことを、出、ず守ってください。 

* 極性表示(プラス" +" と〇 
マイナス"-"の向き）にを 
意し、表示通りに入れて 
くださぃ。 ^ 

•指定なかの電池は使用しないでください。 
また、新しし '電池と古し電池をミ昆ぜて使用 
しないでください。 

•電池王、加熱したり、分解したり、火や水 
の中に入れないでください。 


お手入れの際は 

C お手入れの際はを全のため電源ブラグをコ 
ンセントから巧いてください。 

感電の原因となることがあります。 

度程度を目安に、機器内部の点検、清 
掃をお勧めします。もよりの販売店、または 
ケンウッド営業所に費用を含めご相談くだ 
さい。 

内部にほこりのたまったまま、長い間掃除 
をしないと火災や故障の原因となることが 
あります。 











各部のなまえと働き 


'寒'待す争だ;ょ- 




スピーカー表示 


周波数表示 
人力切換表示 
プリセットチヤンネル表示 
サラウンドモード表示 


PRO LOG に表示 _ 

AUTO SOUND 表示つ 一 D に ITAL 表示 

放送八ンド表示 S . D 1 RECT 表示 _ 

_ 1_ I1_ [ 一 遠局古ート表巧 


MUTE 表示 



I I H r irp"! ;; .2 .：•：■：. .：•：•：. .：•：•：. .：•：•：. r 邮 抽化れ】 I 皿 I I 

I 」 1 U 1 :: ：\；： : ミ•ぶミミ■ふ•ミミ\ミ/ミミ•ふ•ミ ■ ミ•ふ•ミミぶミ U 細げ ROLO 岛 C お DIRECT E 
LFE SW ■； .*：.：*. .*：.!*. .*：•：*. .■：.：■. .*：.：*. .*：.：*. .*：.：*. MHz ： 3STEREO, MONITOR I 

回回画ミぶミミ/たミミ/たミミ化ミミぷミミ化ミ-ミ; T ; ミミ/お kHzboWNMlX DSP ID ! 

I II け I■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ [ III 


メモリー表示 
ST 受信モード表示 


DOWN MIX 表示 


スピーカー 選が表示 
人カチャンネル表示 
化カチャンネル表示 


- - 1し受信表示 

し MONITOR 表示 
DSP 表示 


ディスプレイ 


3ステレオ表示 
ステレオ表示 




に〇 


OPO み— ER キー -閣 

主電源のオン/オフを切り換えます。 

〇 ON 鮮屢 BY ( 1/む）キ- -鹽 

主電源がオンのとき、スクンバイが態 
のオン/オフを切り換えます。 

ST 文が fiBY インジケーター 
スクンバイが態のときに点のしまず。 
包 M 日じ TI C が iTPfoL つまみ 
いろいろな設定に使いまず。 

〇维做>キ_ -頗 

サラウンド設定をずるときじ使います。 
包サラウンド表示 

DTS 表示 •磯 

DTS モードのときじ点阿しまず。 
d 6 lBY DI 都松 L 表示 —鹽 

ドルビ■—デジタルモードのときじ点幻し 
まず。 

PR^f が3に表示 

プ□□ジツクモードのときに点なしま 
す。 



SOUND IETQIM00E ,SOUnCEI»£CI 

£=_^ [ ― al 

BMV MJID I HBDRV 


_ I 

-I Y 

.1. IKFUTSE" 口 Oft 

國 



◎ ©©© 


3 ST 綱0表示 -閣 

3 ステレオモードのときに点なしまず。 
CS 5.1 表示 -願 

サークルサラウンドモードのときに点灯 
します。 I 

〇 I が化 ■ m 5 de キー • •願 

デジタル入力とアナ□グ入力を切 y 撰 
スまず。 

の DI なな ER キー —閣—鹽 

ディスプレイの明るさを謂節しまず。 
録音モードを変えます。 

0 M 0 巧げ OR キ— -题 

カセットデッキの録音のモニターに使 
います。 

〇 vdLlJME Cd が f が OL つまみ 一® 
⑩ PH 致 NES 端子 

ヘッドホ^で聴くときに使います。 

巧 SPEAHTeRS A/B キ— *鹽 

スピーカーの A 、 B を切り換えます。 



© S が閑 D キ— -闡 

音質や音塌を調節したいときに使いま 
ず。 

必 B ぶ Md キー 

放送バンドを切り換えまず。 

© A [ rfo キー *闡 

選屆モードを選ぶときに使います。 
©し I 綿 nm 56 e キ— -離 

リツスンモードを選ぶときに使います。 

0 M ピ扇ち RY キー —02 

放送局を登録するときに使います。 

⑩ SO 能 C 巨 D お悦 T キー. -願 

ソースにおいピュアな音で闇けます。 
0 I が脯 SE 職干 OR っまみ -鹽 

入力を切り換えまず。 

⑩ AV AUX (外部入力)端子 -® 

外部機器を措続しまず。 


— — 一—一 —__ —— —— _ — —•ごけ . — n«m s »«>« TVT ' ^ ザで ； •の,— —* y • * w - , 心 

スタンバイ状態について 

本機の S が 1( Sby 表示が点な中は、メモリー巧譲のため，微弱な通電を巧っています。これをスタンバイ巧態とし心ます。このとき，リモコンで本機を 
オンできます。 















. :’'もみが试岐おお..,. 
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〇ディスプレイ RC— m 

リモコンの操作の状態などを表示しま 
ず。 

〇ディスプレイ操作キー RC-m 

ディスプレイの操作をしまず。 
©sffifr キー RC *® 

MUS にキーまたは MOVIE キーと組み 
合わせて、入力切換を蜜えずにリモコン 
の操作モードを蜜えるために使用しま 
ず。 

〇 MXSho キー RC- 風 

一連の操作を自動的に行いまず(マク 
□プレイ）。 

0 AV. PdWER(i/^)* — 

各磯器の電源をオン/オフしまず。 

© mOIti cd なおレ 0L キ — RC-® 
登撼した磯器作システム接続した機器 
の操作に使巧します。 

0CH 牛/—キー RC— 迎 

テレビなどのチャンネル操作をしまず。 
〇 Mt ザ E キ- *鹽 

音を一時的に消します。 

©LlSfEN * 顧 

リッスンモードを聲ふ•ときに使いまず。 
DI なが ER キー (F.sffih ■キーと組み合わ 
せて使用します。） 

ディスプレイの明るさを調節しまず。 
民 itfM 玩) E を選択しまず。 

⑩刊千 i 主 /G 白化 E キー RC* 励 

登録した磯器の操作に使用します。 


⑩ RETU RN/PAGE キー RC — 願 

登歸した機器の操作に使巧しまず。 

©職キ— RC - 離 

登歸した機器を操作しまず。 

⑩数をキー/接続機器操作キー 

RC*Qa 

接続している機器にイ寸属のリモコンと 
-致する操作キーでず。 

キーの上側に巧刷された操作を巧うじ 
は、 F.SHIFT キーを押したあとに数字 
キーを押しまず。利巧できる操作は磯 
器によって異なりまず。 

の lOf 日 lid キー * 類 

押ずたびじオーディホ入力を選択し、 
オーディオ機器を操作するモードにな 
y ます。 

IR コードを登錄すればリモコンから接 
続された機器を操作できるようじなり 

な。一 

MOV 忙キー -鹽 

押ずたびにビデオ入力を選択し、ビデ 
才機器を操作ずるモードじなりまず。 
1 R コードを登録すればリモコンから接 
続された機器を援作できるようじなり 
ます。 

TV キー 

テレビなどを操作ずるときに使います。 
このキーでは本機の入力切換は変わり 
ません。 


© SYS. PoWeR (I / の）キー —® 

本機の電源のオン/オフを切り換えま 
ず。 

0 vdlUME +/— キ— -鹽 

本磯の音量を調節します。 

① S 綱 D キー * 励 

音質や音場を調節したいときに使いま 
ず。 . 

BASS B をキ ー(F.S 闻卜 r キーと組 
み合わせて使用します。） -m 

低音域を調整できる最大値に設定しま 
ず。 

0さ扼7が.キー *颜 

VOLUME 十/-キーと組み合わせて 
使用し、サブウーファーの音量を調節 
し击9 0 ’ 

⑩ キー RC— 頭3 

登録した:^器の操作に使巧しまず。 
©OSD/PA なキー RC-Ca 

聲辑、した機器の操作に使巧しまず。 

巧 L をも N キ- RC - 頗 

他磯器のリモコンの操作を豊録します。 
0 —^ RC — 願 

他のキーと組み合わせてキーの上側に 
印!刷された觸能を巧いまず。また2秒 W 
上押ずとディスプレイのパックライトの 
オン/オフができます。 


























関連システム機器を接続するときは、関連機器の取巧説明鲁もあ 
わせてご覧ください。 

マイコンの誤動作について 

正しく接綿したのに操作ができなかったり、ディスプレイが誤った表 
示をする場合は、"故障と思われる症状ですが…"を参照してマイコン 
をリセットしてください。 .[:12 


DTS に関するミを意事項 

DTS デジタルサラウンドは独立した日.1チャンネルのデジタルオー 
デイオフォーマットで、 CD 、 LD 、 そして DVD ソフトウェアに使われて 
いまずが、たいていの CD 、 LD 、 DVD プレーヤーではデコードできませ 
んし、また再生もできません。このため、 DTS でェンコードされたソフ 
トウェアを再生ずると、 CD 、 LD 、 または DVD プレーヤーのアナ□グス 
テレオ化力から雑音が化ることがありまず。これらのアナ□グステレ 
才化力がアンプまたはレシー八’一に直接接締されている場合にはご 
注意くだぎい。 

本撒は DTS デジタルサラウンドデコ^ダーを搭載していまず。 


ごミ主意 

1. 磯器間の接続を行なうときは、必ずを機器の電源を切ってか6巧なっ 
てください。 

2. すべての接綿コードは磕実に差し化んでください。差し込みが不完全 
でずと、音が化なくなったり、雑音が発生ずることがあります。 

3. 接綿コードを抜き差しする場合は、必ず電源コードを電源コンセントか 
6振いてください。 

4. 屋外アンテナの設置は危険を伴いまずので、販完巧、または専門の技 
術者にご依頼ください。 

5. 近くに廊石など磁気を発をずるものが置かれている場合には，スピー 
力一との相互作巧【こより、 テレピに色ムラを発をずることげあります 
ので、設置にごを藏くだぎい。 

アナログ接続について 

才ーディオ磯器はオーディオピンコードでお縮します。その場合、音声は 

アナ□グステレオ信号で人出力されます。ホーディオピンコードはホい 

端す ( R 側に搔綿)と白い端す ( L 側に懐錦)のペアになっていまず。これ 

6のコードはお手持ちの磯器に巧属されていまず。もし < はお近くのあ 

売店で購入してください。 


オーディオ機器の接続 


システムコントロール 端子一® AC コンセント 

I I AC 電源 


壁コンセントへ 



:1/ 


け 
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图 
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この端す（本 マーク 
の端す)は、アナ□グ 
プレーヤーなどを接 
硫したときに、雑音の 
低減をはかるための 
ものでず。安全アー 
スではありません。 




OUT 


OUT 


IN 


OUT 


CD プレーャー 



レコードプレーャー 


成警告 AC コンセント 

背面の AC コンセントじ段輪する装置の消費電力の合計が指定値を 
超えないようにしてください。义災の原因になりまず。 

電熱器具、へヤドライヤー、電磁調理器などは接続しないでください。 
また、供給電力];内であっても、テレビなど電源を入れたときに大電 
流が流れる機器は使用しないでください。 


A 接続をするときは、電源コードのプラグをコンセント 

に差し込まないでください。機器の接続は下図のよ 
うに巧ってください。 


巧 

口 



MD レコーダー または 
カセットデッキ 


3ヘッドのカセットデッキまた 
はグラフィックイコライザー 

•離 


ミを意 設置のごま意 

過熱による火災の原因となりますので、放熱の巧げになるをのを天板 
の上に置かないでください。 


良 


◎◎◎ 

◎◎◎ 


◎ ◎ 
◎ ◎ 

◎ ◎ 


◎ ◎ 

た‘ 


◎ ◎ 
◎ ◎ 


• 本磯と CD プレーヤー、 MD プレーヤーをデジ女ル蜡滿をずること 
じよって、より高音質な録音をすることができまず。 -鹽 



































OUT OUT 



モニターテレビ 


• LD プレー中一などデジタル音声出力のあるビデオ磯器をお持ちの ♦ スピーカー化力をオフじしたい場合は、 hi 日 Ye キーをご使用くださ 

方は VIDE 02 または VIDEOS 端子に接統して <ださい。 し)。 


FRONT 
OUT L/R 



DVD プレーヤー 

SURROUND 
OUT L/R 


S VIDEO 
OUT 


S WDEO 端子がきの機器 
の場合は 、 S VIDEO 接続 
ケーブルを用いること 
で、より質の畜い巧像が 
楽しめます。 

>ビデオなどを 
S VIDEO 接締ケーフ 
ルで接綿したときはお 
ずモニターテレビやビ 
デオの録画摇続ち S 
VIDEO 接続ケーブル 
で接統して<ださい。I 


S VIDEO 

コード 


器の接続 D 峰フ。レーヤーの接続がチャン:^ ノシスカ； 

デジタル機器を接綿したときは次ページの"インプットモードの設定"を 
よくお読みください。 













































◎◎ 

◎◎ 


EH 

EH 



OPTICAL OPTICAL 


OPTICAL 


OPTICAL DIGITAL 
IN ( AUDIO ) 


II こ二 * II ; 呈 

コ mm c=3=)E=i — 厂 r --| c 

MD プレーャー 


光ファイバーケーブル 

- V 日 PT に AL DIGITAL OUT 

I _ ( AUDIO ) _ 

DTS 、 ドルビーデジタル（または 
PCM ) 光デジタル出力のある機 
器 

ビデオ信号とアナ□グオーディオ 
信号は 、 VIDEO 3端すに接続しま 
% ( "ビデオ機器の接輪。参照> 


OPTICAL DIGITAL OUT ( AUDIO ) 


COAXIAL 

DIGITAL 

OUT 

( AUDIO ) 


RF デモジュ 
レーター 
DEM -9991 D 

(別売） 


CD プレーャー 


COAXIAL DISTAL OUT ( AUDIO ) 

V 一- DTS 、 ドルビーデジタル（または 
PCM ) 同軸デジタル出力のある 
おお 

ビデオ信号とアナ□グオーディオ信 
号は , VIDEO 2端宇に接締します。 
("ビデオ機器の接続"参照） 


AC -3 RF OUT 
( AUDIO ) r 


PCM OUT 


LD プレーヤー 


INPUT MODE 

O 入力切換で CD 、 DVD、VIDEO 2 または VIDEO 3 を選ぶ 
O I がお午目 E キーを巧す 

押すたびに切り換わります。 

DTS モードのとき （ DTS 表示が点灯） 

广① 選肺 (デジタル入力、才ートサウンド） 

•—②に M 佩说 L (デジタル入力、マニュアルサウンド） 

DVD 再を中のとき 

广① i 5^ X ' iJf 6 (デジ女ル乂力、才ートサウンド） 

⑨ぶが f ぶ L (デジタル入力、マニュアルサウンド） 
③ 6 CH INPT ( DVD 日チヤンネル入力） 

し ■④ A 瓜な G (アナ□グ入力、マニュアルサウンド） 

上記なかのとき 

广① を|(的6 (デジタル入力、才ートサウンド） 

感た於么安说 L (デジクル入力、マニュアルサウンド） 
し ③ ANALOG (アナ□グ人力、マニュアルサウンド） 


デジタル入力： 

DVD 、 CD 丄 D などに記録されているデジタル音声信号を再生したいと 
きじ違びまず。 

アナログ入力； 

カセットテーブ，ビデオテープ、レコードなどに記錄されてし巧アナ□グ 
音声信号を再生したいときに選びます。 

才ートサウンド： 

才ートサウンドモード（ディスプレイ内の A 日ザ‘ 0 S ろな。 D インジケー 
夕一 点灯) では、 デジクルソース再生時に人力信号の種類 (ドルビー 
デジタル、 PCM.DTS など) とスピー カー の設定に合わせてリッスン 
モードをき動的に選びます。エ墙化荷時はこの設定になっていまず。 
現在選んでいるリッスンモードを固定したいときは INPUT MODE 
キーで" D-MANUAL " (マニュアルサウンド）を選んでください。 
このとき、リツスンモードと再を信号の絹み合わせじよっては、ドル 
ビーデジクル再を信号に合わせてリツスンモードを自動的に選がず 
る場合がありまず。 


• DIGITAL RF OUT 端子のある LD プレーヤーを接髓ずるには 、 L 
D プレーヤーを別完りの RF デモジユレータ ー( DEM -9991 D ) じ接 
端します。それか6、デモジユレーターの DIGITAL OUT を本機の 
DIGITAL IN 端子に接欄しまず。 

I ビデオ信号とアナ□グオーデイオ信号を VIDEO 2または VIDEO 3 
端すじ接欄します。（"ビデオ機器の接統"参照 


インプットモードの設定 

CD 、 DVD.Viblo 2、川 &fo 3の人力は、それぞれデジクル音声入 
力とアナ□グ音声人力の端すを持っていまず。 

接続した機器をどちらの入力でち生するかをあらかじめ選んでおく 
お要があります。 

工場出荷時は、 CD 、 DVD 、 VIDE 02、 川 DE 03 はデジタル音声の信号 
が再生される設定になっています。 

アナログ音声の信号を再生したいとき（ビデオデッキを措綱したとき 
やデソタル接縮をしていないとき）は、揺縮した入力端子の入カモー 
ドをアナ □グに設定してください。 

接続を終了し、本機の霉源を入れた後(こと_•(下の操作でインプットモー 
ドを選んでください。 

INPUT SELECTOR 
I 


デジタル 機器の接続 

デジクル人力端子はドルビーデジクル CAC -3), DTS または PCM 信号 
で使用できます。ドルビーデジタル （ AC -3)、 DTS または PCM 標準 
フォーマットのデジタル信号を出力できる機器を接觸します。 

デジクル磯器を摇滿したときはち記の"インプットモードの設定"を 
よくお読み < ださい。 































を統のしかた 


市販のアンテナアダプ 
ターをご使用<ださい \ 



. FM 室内アンテナ 



アンテナの接続 


AM ルー プアンテ ナの接続 

付属のアンテナは室内巧でず。本機、 TV 、 スピーカーコード、霉源コード 
か6なるベ<離れたところで受信状態の一番よい方向に向けます。 


FM 室內アンテナの接続 

付属のアンテナは室内巧で、一時的に使巧するものでず。安定した受信 
のためじは、屋外アンテナの使用をお勤めします。屋外アンテナを蜡觸 
したら、室巧用アンテナは取りかしてください。 

FM 屋外アンテナの接 ml 

75 Q 同軸ケーブルを使って屋内へ引き込み、 FM 7 己 n 端子に接備します。 


本か前面の AUXIN 端子への接続 


煤®邸 1S& ご.:!!邸劇猫;防磁资总:!磁3なに S おな S 双 i ご:だ-!边:'ぶ;1方 


ポータブルビデオカメラやゲーム機器など通常は本撒に接続してご使 
用にならない機器は、本体の前面じある AUXIN 端子に接觸します。ポー 
タブルビデオカメラからダビングするときなどに使巧すると便利でず。 



S VIDEO 
OUT 


AUDIO OUT 


裔 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 







ポータブルビデオ、 ポー タブ 
ル MD プレーヤー、デジタル 
カメラ、 ゲーム 機など 



么ま意 厘がアンテ ナ谋置上のこ ;ま,菌 

アンテナエ事には、技術と経験が必要でずので、號売店にご相談< だ 
さい。アンテナは送配電線から離れた塌所に設置してください。アン 
テナが倒れた場合、感電の原因となることがありまず。 


m アンテ ナ端デの接,続のしかを 
コードを差し込む 



• 八 UX - IN 端子に接減した機器は入力切り換えで AV AUX じすると 
再生できます。 —® 

• ポーク ブルビデオカメラのほかに、ポータブル MD プレーヤー など 
のオーディオ機器も摇続ずることができます。その塌合は 、 AUDIO 
L / R 端をのみ揺綱してください。 

■ S VIDE 日端子付きの機器の場合は 、 S VIDE 日接疯ケーブルを用 
いることで、より質の高い映像が楽しめまず。 


AM アンテナ端子の接続のしかた 
〇レバーを 押す 〇 コー ドを差し込む© レバーを 戻す 





















'‘ を雌 



シス テムコントロール接続 

ケンウッドの才ーデイオコンポーネントシステムを接縮したとき、シス 
テムコント□ールコードを接続することで、便利な機器相互間のシステ 
ムコント□ール動作が巧能じなります。 

ケンウッドのシステムコント□-ルには、2種類のモードがあります0本 
機は因_1因のモードのみに対応しています。 ELI 因のモードに対応し 
た機器と接欄してください。システムコント□-ル切り換えスイッチが 
ある機器の場合は、〔江 1 丘に切り換えて接続してください。 


◎ 

SYSTEM CONTROL 


システムコント□ール 
コード 


接編例:にし 16] モード接統 

下線部が選ばれているシステムコントロールモードを示しまず。 


[SL16] 

rSL161 [XS 8] [XS] [XR] 
[SL16] [XS 8] [XS] 

[XS] 



システム 
コント □— 
コード 


•システムコントロールを使うには、各機器を各機器の端すじ正しく 
摇滿してください。 CD プレーヤーを使う塌合は CD 端子に、カセッ 
トデッキまたは MD レコーザーを使う場合は、 MD / TAPE 端子に接 
綿してください。2台以上の CD プレーヤーを接輸ずる場合などは、 
CD 端子につないだ1台だけをシステムコント□ールできます。 

■ CD プレーヤー、カセットデッキには、に L 1 引モードに対応している 
機器と対応していない機器があリます。対応していない機器はシス 
テムコント□ール摇編しないでください。 

• MD レコーダーには、システムコント□-ルに対応していない機器 
があります。これ6の機器はシステムコント□—ル揺縮はできませ 
ん。 


ご注意 

1. 〔 SL 16] J ：> (かのモードとのシステム動作の維み合わせはできませ 
ん。もし、このような絹み合わせであった場合は、システムコント 
□ールコードは接觸しないでくださし、システムコントロールを接 
続しなくても、通常の性能、操作性が損なわれることはありません。 

2. 当な指定 W 外の機器との接硫は、巧隙の原因となりますのでおや 
めください。 

3. システムコント□ールプラグは根元まで莲し化んで<ださい。 


MOWf 干 OR 端子に接続されたカセットデッキにはシステムコントロール 
コードはつながないでください。 


シス テムコントロール動作について 

リ モート コント ロール 

本機に付属するシステムリモコンで、ソース機器を操作ずることがで 
きます。 

才ートマチックオペレーシヨン 

ソース機器側の再生を始めると、本機の人力切換が自動的にその機 
器の入力切捣じ切り魄わります。 

シンクロ録音 

CD , MD を錶音ずるときに、プレーヤーの再生を始めると、連動して 
録音をスタートさせることができまず。 


ケンウッドの 才ーデイオ機器を セットアツプコードを 登録 
して操作できます 


•システムコント□ール接綱が完了したら、必ずを機器の IR コードを 
登録してください。 RC — 屬 

•リモコンで操作できるケンウッドの才ーデイオ機器で、システムコン 
卜□ールに対応していないものをお持ちの場合は、 IR コードを登錄 
することで、システムコント□—ルコードを接滿しなくても、本機に 
が属のリモコンでこれらの機器を操作することができます。 IR コー 
ドを登録ずるには、"お手持ちの機器の IR コードを登録ずる"をご覧 
ください。 RC — 風 










スピーカーの接続 


'■ - — - iU; な;!'..-こ;:’-; J?' と,;化兄拍;己..';..;^ ご.: cCiC ご’'…ご'.' 




コードを差し込む 


フロントスピーカーシステム A 

\ 

を 


圏 


センタースピーカー 


I 悼■卿同 



FRONT SPEAKERS 
(A orB;4-6a 
Aand8 ； e-ien) 

+ [fr 旧 T^ + 

国圆园回 
資 I [巧 闲曲 



2台目のフロントス 
ピーカーを接続する 
場合は 、 FRONT 
SPEAKERS B 端子 
に接続してください 


アンプ内蔵 
サブウーファ- 


博幽慶 

回 （4-8 印正]__ 

暦亞 IjsURROUND SPEAKERS)GRAY 

j W -\ - r 

I ® 姑 e 主 

、 ^ ^ サラウンド Ip 

回 スピーヵ — L 


ち 左 

(必ず両方のサラウンドスピー 
カーを接続してください。） 


I 



バナナプラグの接綻 

〇しめる 


©プラグを差し这む 





> ■« 




•スピーカー端子を完全じしめていないと、音が化ない場合がありま 
す。 


•スピーカーコードの十と一は絶対にショートさせないでください。 
♦をちををにした y 、 極性を間違えて接梳しますと、楽器などの位置 
がはっきりせダ、不自然な音【こなります。正しく接締してください。 


諭 


スピーカー イン ピー ダンス 

フ□ントスピーカー A または目. 

フロント スピーカー A と B . 

センタースピーカー . 

サラウンドスピーカー . 


....4-8 Q . 
.8-16 Q 
....4-8 Q . 

....4-8 a 


1 . ;; な ふ''一心ん -J ム .-：： ぶ■: ■i 曲; E .. 过巧:: 

プリアウトの按続 




本機は PRE OUT 端子を植すています。これ 6 の端子はいろいろな目 
ので巧われますが、下記の例のようにパワーアンプを接続するか要が 


圓圓画画 

因因!画圆 BI i ! 

国^^胃固 I 画図國§ 




00 

00 

國 

EH 

EH 


m 


サラウンド 


,サブウーフア- 


バワー アンプ 


フ□ントスピーカー 


パワーアンプ 


♦スピーカーコードを PRE OUT 端子に接続しても、スピーカーから 
は音は化ません。 

•PRE OUT 端子を使巧するときは 、 SPEAKERS A キーのみを才 
ンにして < ださい。 














































リモコンの準備 



，‘.立:ぶム : J 心:;-■レ:-底地ぶ 一な二 SSC ; ぶ:;.;；- - - - ， 



辕かのしかた 

本機がスタンバイ状態のときに、リモコンの POWER キーを押ずと、電 
源がオンになりまず。電源がオンになったら、操作したいキーを巧しま 

ず。 



♦リモコンの各操作キーを押してから次のキーを押すときは、約1秒 
以上の聞隔をあけて確実に押してください。 


ごま意 

1. 付属の乾電池は、動作チェック用のため、寿命が短いことがあります。 
ご了承 < ださい。 

2. 操作できる距離が短くなったら、ずべて新しい電池と交換してくださ 
い。リモコンは電池を取り換えている闇でも、セットア、ソプコードのメモ 
リーを保持ずるよラに設計されています。 

3. リモコン受光部に直前日光や高周淑点な（インパーター方まなど)の 
壁光なの光が当たると、正しく動作しないことがありまず。このよう 
な場合、誤動作を避けるためじ設置場所を変えてください。 













スピーカーの謀ををする 


工場出荷時は初期設定が態になっていますので、接縮したスピーカー 
(サブウーファー、フ□ント、センター、サラウンド)のを種設定をします。 


ON/STANDBY 


耐 ゆ liiQ み 

POWER MULTI CONTROL 



ディスプレイ操作 
ディスプレイ操作 


□ pd み ER キーとだ N / StM 化 BY キーを押して本機の電源 
をオンじする 

且 接続して L I るスピーカーを選ぶ 
〇銷巧ホキーを巧して、サブウーファーの設定表示 (SU 己 W ) に 


リモコンで操作をする場合 

①「01,,化」がリモコンのディスプレイに表示されるまでディ 
スプレイ操作 2 [ Menu ] キーを巧ず 


5-01.IR 
02。 burround 
Home fcinter 


感 ▲/ ▼キーを使って T 盤. I 每 -. rromd 」 を選び、ディスプレイ 
操作 2 [ Enter ] キーを押す 


Set-Up < 

Hor 。 挣 Next _ 


本体のディスプレイに ( SUBW ) が表示されます。 

〇 M 日に TI cd が悄 bL つまみ、または ▲/ ▼キーを使ってサブウー 
ファーのを無を選ぶ 

广① SUBW YES :サブウーファーを挽続したとき 

SUBWNO :サブウーファーを接続していないとき 

•SUBW N 0を選んだ場合はフ□ントスピーカーはき動的にラージ 
に設定されまず。手順©にすすんでください。 

〇沒が能キー、またはディスプレイ操作 2 [ Next ] キーを押して確定： 
させる 

•フ□ントスピーカーの設定表示 （ FRNT ) になりまず。 


〇 MfflTTI COi^T が 0 L つまみ、または ▲/ ▼キーを使ってフロントス 
ピーカーの 設定をする 

广① FRNT NML (ノーマル）：普通のフロントスピーカーのとき 
し⑩ FRNT し RG (ラージ）：大きめのフロントスピーカーのとき 

©苗封な P キー、またはディスプレイ操作 2[ Next ] キーを押して確定 
させる 

♦センタースピーカーの設定表示に NTF 0 になリます。 

© mOiTti cd が ^fOL つまみ、または ▲/ ▼キーを使ってセンタース 
ピーカーの 設ををする 

フロントスピーカーを " LRG " じ設定したとき 
广 ©CNTR LRG (ラージ）：大きめのセンタースピーカーのとき 
感 CNTR NML (ノーマル）：普通のセンタースピーカーのとき 


③ CNTR N0 


:センタースピーカーを接締していない 
とぎ 


フロントスピーカーを " NML " に設定したとき 
广① CNTR YES :センタースピーカーを接縮したとき 
し③ CNTR N 0 :センクースピーカーを接綱していないとき 

0这を円弗キー、またはディスプレイ操作2 [ Next ] キーを押して確定 
させる 

•サラウンドスピーカーの設定表示 （ SURR ) になりまず。 

〇 M 日む I C 0 が rrfOL つまみ、または ▲/ ▼キーを使ってサラウンド 
スピーカーの設定をザ'る 

センタースピーカーを " LRG " に設定したとき 
广① SURR LRG (ラージ）：大きめのサラウンドスピーカーのとき 
② SURR NML (ノーマル）：普通のサラウンドスピーカーのとき 
し⑤ SURR N 0 :サラウンドスピーカーを措縮していな 

いとぎ ■ 

センタースピーカー " LRG " ががに設定したとき 

广⑩ SURR YES :サラウンドスピーカーを接欄したとき 
し感 SURR N 0 :サラウンドスピーカーを接編していないとき 

©含を fd をキー、またはディスプレイ操作2 [ Next ] キーを押して確定 
させる 

■スピーカーの 音量レベルを調節す るモー ドになりまず。 

•曰、 Q では選ばれたスピーカーで調整が必要なチヤンネルのみ表 
示されます。 

百 さ■スピーカーの音量レベルを調節する 

実際の聴く位置でテストトーンを聴いて、をスピーカーが同じ音量レべ 
ルになるように調整します。 

〇調節したいスピーカーチヤンネルからテストトーンがおているとき 
に MOirTI cd が巧 0L つまみ、または ▲/ ▼キーを使って音置を調 
節する 

テストトーン出力中のチヤンネルが点減 


V \ I 

嘯 


が下の順でテストトーンが2秒ずつ切りおわります。 

Lch 一 Cch 一 Rch —► RS —► LS -*■ SW —► Lch 

•巧を時じをスピーカーの音量レベルを変更ずると、この項で設定 
した内容ち変わ U まず。 -闡 

•スピーカーを選び直ずと、設定したスピーカーレベルはリセットさ 
れます。 

@含#衍 P キー、またはディスプレイ操作 2[ Next ] キーを巧す 
•スピーカーまでの距離を入力ずるモード[こなります。 

次ページに続く 
































I スピーカーまでの距離を入力する 


再生をする前に 


〇リスニングポジションから各スピーカーまでの距離をはかる 再生をする前に必要な華情をしておきましよう。 


包 Mlitll ながげ战3しつまみ、または ▲/ ▼キーを使ってフロントス 
ピー カーまでの距離を選ぶ 
調整ずる スピーカーが 点)减 


INPUT SELECTOR 
SPEAKERS A/B ' 


メモしておきましよラ 

フ□ントスピーカーまで _メートル 

センタースピーカーまで _メートル 

サラウンドスピーカーまで _^ メートル 


INPUT MODE 

ON/STANDBY 


•0.3 m 〜 9.0 m まで、 0.3 m ごとに調整できます。 インプットモードの選択 


© 维巧をキ—、またはディスプレイ操作 2[ Next ] キーを巧す CD 、 DVD 、 川610 2 または 川610 3 じ措綱した磯器で再生するとき 

は、インプットモードが接続した機器の再生ずる音声信号（デジタル入 


〇 ©、包を繰り返してを スピーカーまでの 距雜を入力する 


力またはアナ□グ入力）に合っていることを確認してください。-閣 


〇 入力表示に戻るとセットアップは終了です 




MD / TAPE の選択 



ずべてのスピーカーを選んだとき 

* 選ばれたスピーカーが表示部に表おされまず。正しく選ばれてい 
るか確認してください。 


で ‘ニニ — i 一— _， 王 ， '■ ご",,、_ぷ证®五なな!ご:ニロ:::な —- ‘ 

インプットレベルの調整(アナなグ再を時のみ) 


アナ□グソースから入力されている信号が大きすぎるときは、インプッ 
トレべルを調節してください。 


MD / TAPE 端子に接続した機器に入力のを称を合わせてください。エ 
場出荷時は、"み 1^ E " になっていますので、" MD " じ変更したいときは 
と rF の操作を行ってください。 

〇 11^削卜 SEL ちを TOR で " MD / TAPE " を選ぶ 

包 Afrfo キーを2秒が上押し続ける 

•人力表示が " MD " に変わります。 

•元の表示に戻したいときは、同じ操作を巧ってください。 


スピーカーシステムの選択 

SPE^ ぶを RS A または B キーを押して聴きたいスピーカーを選 
びます。 


〇 I 解ぴ T SEl ! 段汗 OR つまみで調整したい入力を選ぶ 

•それぞれの入力および M 0 巧 ( Tor オン時に、独立して入カ レ ペル 
を記憶します。 


〇 s (5 桃 io キーを数回押して" I がが it " 表示じする 

包 mOiTti cd が f が OL つまみ、または ▲/ ▼キーを使ってレベルを關 
整する 



•調整モードは約8秒闇表示されます。 

■インプットレベルは日 W —3 ^ —6 の3段階で調節できまず 
[初期設定は0)。 

© Sd な I ^ D キーを押して、入力表示に戻す 


A 点な :背面の spi え！?巨 RS A 端子に蜡觸されたスピーカーか 
ら音が化ます。 

B 点な ：背面の 自 RSB 端子に摇綿されたスピーカーか 
6音が化ます。 

A 、 B 点灯： 背面の SP 自え !? ERSA 端子と B 端子に蜡綿されたスピー 
カーから罔時に音が化まず。 

A 、 B 消灯；スピーカーからは音が化ません。ヘッドホンを使うとき 
などに使巧しまず。再をモードにかかわ5ずステレオ再 
生じなりまず。 


聴く スピーカーを 点巧させる 



♦サラウンドモード、または DVD 6 チヤンネルインプットモードにずる 
と、スピーカーは A が選ばれまず。 

• PRE OUT 端すを使用ずるときは、 SP を Ak-ER A キーのみをオン 
にしてください。 


雷源の A れかた 

〇関連機器を接続し、電源をオンにする。 

G PO み- ER キーと d も/ ST 巧が) BY キ ー{SYS.POWER i/ 山キ ー） を 
押して本機の電源をオンにする。 






















普通の再生 




音の調節のしかた 


VOLUME CONTROL 






MUSICH**^ MOVIE 

o CD 喊 II 

レ !^ i-VOUJME+/— 


SOURCE DIRECT VOLUME CONTROL 
SOUND I I 



PHONES 1 MULTI CONTROL 
SPEAKERS A/B 



F.SHIFT- 


VOLUME +/- 
SOUND 
BASS BOOST 


□ インブット セレぐさ一 ,— 5 ュージック ■ ■ , , 

INPUT SELECTOR つまみ、 MUSIC キー、まをは 
M0V7E 牛一 で聴きた L 1 ソースを選ぶ ’ 

々のように切りあわります。 

INPUT SELECTOR つまみで選ふ*とき 

广① "PHONO" 

霞 "TUNER" 

感 "CD/DVD" 

感 "TAPE" または" MD" 

⑥ "VIDE01" 

愈 "VIDE02" 

③ "VIDEOS" 

愈 "DVD/6ch" 

(D "AV AUX" 

MUS にキーで選ぶとき【リモコン） 

♦ ① "CD/DVD" 

③ "TAPE" または" MD" 

③ "TUNER" 

— ® "PHONO" 

MOV 旧キーで選ぶとき（リモコン） 

"VIDE01" 

CD "VIDE02\ 

⑤ "VIDEOS" 

④ "DVD/6ch" 

し ⑤ "AV AUX" 


U 遺んだソ—スを再生する 

百 VOLUME CONTROL ( vSlUME +/—) で音量を調節する 


音質を誠登する ■ — 

ステレオモードのときに調第できます。 

〇 S ろむ キーを押して、調節する音質を選ぶ 

B ぶ §S :低:音域を調整するとき(501^0キーを^◎押す） 

1巧 lb :高音域を調整ずるとき (SOUND キーを2回押す） 


を M 日むI cd が f が 0L つまみ、または ▲/ ▼キーを使って音質を調節 
する 

•低音と高音のレベルは 一1 日から+1日の範囲で2ステップごとに調 
おできます。 

•調整項目は御8秒闇表示されまず。 




こで:励巧3!口 m をな!取放？:巧进ぶ柳立切 


ワンタッチで低音域を強調する (バスブースト) 

ステレオモードのときに調節できます。 

节ご銷軒'キーを押してから B 促 S B66feT キーを巧す 


»低音域を調整できる最大限 （+10) に設定されます。 
•音質や音場の調整モード中は使用できません。 


もとのが態にもどすには 

屯う一度 B ぶを S B な6&了キーを押します。 
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—時的に音を’消す 

スピーカーの 音を一時的に消しまず。 


M で fE キーを押す 


S " 識澤口習 


点滅 


解除するには 


をう一度キー，を押して" MUTE " 表示を消灯させます。 
•ボリュームの調整をしても解除されます。 


S ■ レ-;むで心'で- 1 子.’班:こ® araae ’ iiMi ' コ .' ■ 

ソースダイレクト再ををする(アナログ再を時のみ) 


音質調整などの回路を糖由しないで、シンプルな回路で音薬ソースを 
そのまま再生したいときに使います。 

SOURCE DIRECT キーを押す 


操 

が 

編 



• L 点伟 N mS 6 e キ ー、 S が说 D キー、または含 i 巧保キーを押ずか、 
人力を切り顿えると、ソースダイレクト再生は解除されまず。 

解除するには 

もう一度 SOURCE D 旧 ECT キーを押します 

•サラウンドモード時に、ソースダイレクト再生を巧ったときは、解餘 
ずると元のサラウンドモードに戻りまず。 


ヘッドホンで聴く 

〇 SPE^ 筑を RS A / B キーを巧してスピーカー A、B 表示を消灯させる 

消巧を確認する 


sPO;_J □□□ 

□ □ 


■サラウンドモード時にすべてのスピーカーをオフじずると、をモ ー- 
ドは辭除され、ステレオ再をになります。 

■目 ch INPUT モードの場合は、スピーカーは解餘できません。他の 
IMPUT モードに切り換えてください。 

包 ヘッドホンを PH 資 & ES 端子につなぐ 



緣まのしかた (アナログソース) 


MONITOR 



音楽ソースを綜音する 

〇 I がび r SEl! 段5干 OR つまみで録音するソース ("MD/TAPE" が 
外）を選ぶ 

©カセットデッキまたは MD レコーダーを録音待機が態にする 
包 ソースを再生し、録音を開始する 




テープから MD または テー プに録音をする 


MO^ 千 OR 一 MD/T 又声 E のとき 


OM 0 巧 f 于 OR キーを巧す 



〇 I 巧闻た SEl! 段計 OR つまみで "MD/TAPE" ながを選ぶ 


©MONITOR 端子に接続したカセットデッキを再生し、 MD/TAPE 
端子に接続したカセットデッキまたは MD レコーダーで録音を開 
始する 


I MD/TAPE 一 MONITOR のとき I 
〇 1 船び r SEl! 段計 OR つまみで "MD/TAPE" を選ぶ 

〇 MD/TAPE 端子に接続したカセットデッキを再生し、 MONITOR 
端子に接続したカセットデッキまたは MD レコーダーで録音を開 
始する 

♦ダブルデッキを使巧してのテープコピーはダブルデッキの取破説 
* 巧書をお読みください。 


MO モ祈 OR にっぃて(アナログ再生時のみ) 

本磯の MONITOR 端子にはカセットデッキかグラフィックイコライ 
ザーなどを措統ずることができます。グラフィックイコライザーを接 
続したときは、 MONITOR キーをオンにしてご使用ください。また、 3 
ヘッドシステムのカセットデッキが MONITOR 端早に接綱ちれている 
とき、録音中に令錶音された音をモニターすることができまず。 
MONITOR キーを切り換えることにより、ソースの音と錄音された 
音を比較することができまず。詳しくは接縮ずる機器の取扱説明書を 
ご賣< ださい。 


録画のしかた 

... ." - ■ぶ..;…， ■ >::卜. -；_■ „1-| が1が ■ 'C;— ■■て'-'';'。；'ぶで''',;,!:'が'.' 

〇入力切換で録画するソース （" viCT 巨 0 1 " な外)を選ぶ 
©VIDEO 1 に接続したビデオデッキを録画待機状態にする 


包 V0 で 抓化 CO が fSbUvdt 柿/ IE+/— ) で音畳を調節する 


© ソースを冉生し、録画を開始する 











:オフ 

:デジタル信号が自動的にステレオ信 
号にダウンミックスされまず。 

:本磯で設定した信号のまま化力されま 
ず。 


♦① REC モードオフ 
③ A-REC モード 

心⑤ M-REC モード 


©カセットデッキまたは MD レコー ダーを録音待機状態にする 
©ソースを再生する 

〇 DI がな ER キーを押して M こちをだ车ードを選ぶ 

•2 秒 U 上 押しまず。2炒ごとにモードが蜜わりまず。 



〇 I がド Ut SEL セピ CTOR つまみで録音するソース （ CD 、 DVD 、 
VIDE 02 または VIDEOS ) を選ぶ 

包カセットデッキまたは MD レコーダーを録音待機が態にする 

〇 DI なが ER キーを押して A こ再目ち毛ードを選ぶ 

♦2 秒 W 上押します。2秒ごとにモードが変わりまず。 


「►① REC モードオフ 
③ A-REC モード 


少⑤ M-REC モード 


:オフ ’ 

:デジタル信号 ( DTS 、 ドルビーデジタ 
ル、 PCM ) が自動的【こステレオ信リモ 
コン受光部号にダウンミックスされま 
す。 

:本機で設定した信号のまま化力されま 
す。 


ん 


〇ソースを再生し、錠音を開始する 
•音声が出力されないときは DI な。 " ER キーを押しまず。 


録音(録画)のしかた 


錄葺のしかを (デジタルソース) 

- -— _ -:が:'み；'かげ'- ■ みパ側 

デジタルソースには通常のステレオ信号]:火 f にも、 DTS 、 ドルビーデジタ 
ルなどマルチチヤンネルの信号がありまず。本機をぶちドに設定 
ずると、自動的にすべてのデジタルソースをステレオ2チヤンネルにダウ 
ンミ、ソクスして、録音ずることができまず。 

ただし録音中にデジクル信号の種類が変わると、変わった最初の部分で 
音声がとぎれることがあります。夕•の場合は本機を iJf 书 i ピをードにしま 
ず。 

DTS に対応していない機器は DTS 信号は出力されません。 

巧が描,巧!;山で;; J; こ;:1!’;’也,:!！ ■ . . • «•. ii : • ,1 I &だ*视顆 

A 輔6ヴモ—ドで録音する 

DIMMER 


階を酱蹲蹲,通。;;蚊が;譲;迟な抵;招進;猫 S ; 

M - REC モードで録音する 


DIMMER 



〇|がが It SE なち tor つまみで録音するソース （ gd 、 dvd 、 
VIDE 02 または VIDEOS ) を選ぶ 


% 


も/! j j 


ST 扣 E 。 

1 ! i \ 


ん 

1/ 111 


STEHEO 


包 ソースを最初から再生し、録音を開始する 

•音声が出力されないときは diM な " er キーを押しまず。 


.卜か - 




























放送局を最大 40 局まで記宿させ、ワンタッチで受信することもでき 
ます。 


放送局を記憶させる 

こごツ。 rs 巧!;'じな■■进が二 苗な思;? : ..:な捕思 Z 迸な巡^ 猫 懲獅驟 


薛送を是 f 言'すを — — 

MULTI CONTROL INPUT SELECTOR 


MEMORY 




BAND AUTO 


MUSIC - 


TUNING イ 
BAND 
AUTO 




媒 ■ 

作 _ U INPUT S 巨厳— TOR つまみまたは統 Me キー でチユ- 
編 ナーを 選ぶ 

旦 bMid キーで放送バンドを選ぶ 

押すたびじ切り換わります。 '" AM " または' IFM " が点灯 


こ 


① FM 
⑤ AM 


…―ミ發 


MHz STEREO 


口 >\&たキーで選局ぶ話を選ぶ 

押すたびに切り換わります。 


广① AUTO 点灯けート選局） 
L ⑤消灯（マニュアル選局） 


C . 


" AUTO " が点な 


■通常は、" AUTO " けート選局)じしておきまず。電液が弱く、雜音が 
をいときは、,マニュアル選局にします。（マニュアル受信のとき、ス 
テレオ放送はモノラル受信になりまず。） 

な WLffCONTRO しつまみ柿麻 h ィ/►キーでが送 
局を選ぶ 

周波数表示 ステレオ受働点な 


S 


受信すると、" TUNED " が点な 


オート選局のとき ：自動的に巧の放送局を受信します。 

マニュアル 選局のとき ： 受信するまで回し（押し）ます。 



田 記憶させたし 、が送局を安信する 
且 受信中に M ピな ORY キーを押す 


点滅巧秒聞） 


巧々。 囚□固ぶ•、ミ 

口！:^^ .: J | 


屋 


点な巧秒間） 


liCTWIl 


曰 MULTI CONTRO しつまみを使つて1〜40のプリセット蚕 
号を選ぶ 

□ MEMORY キーを押して確定させる 


• n 、 曰、曰、口を繰り返して、それぞれの放送局を記憶させまず。 
•同じ番号に重ねて記鴨させると、新しい記憶内容に変更されまず。 

記憶させた放送局を受信する 


MUSIC - 


—数字キー 


□ で寒 fc キーでチューナーを選ぶ 

為数字キーで目的の放送局のプリセット番号を押す(最大 
40) 

お[字キーを押す順序は... 

"15" なら…[^，固 
"20" なら…区些 ], 1+101 . 四 

• 10の巧を押し園違えたときは、+10キーを数回押し、元の表示に戻 
してから入力し直してくだぎい。 




5秒が内に手順曰へ 

(5 秒な上たった場合はもう一度 MEMORY キーを押します。） 



脚の©。_ 

回0口 m 巨〇〇 


. 圏 e 誇 

な©0^00夏00 
































□ が臓巧- でチュ —ナーを選ぶ 

且 キーで目的の放送局を選ぶ 

■キーを押ずたびに,記憶されている思[ち局が順に切り換わります。 


► w キーを押すと 

01一02一03一 . 38 一 39 一 40一01 一02一03一 

W イキーを押すと 

01 «»-02卜03^ .38^39-^40^01 ^ 02 ^ 03 ^ 


押したままにすると ...... 約 0.5 秒間隔で、放送局をスキップします。 



記憶させた放送局を順に聴く (酷扣1) 


扛か. 







本機のリツスンモードを使って、いろいろな種類の映像ソフトで、臨 
場感をお楽しみいただけます。 

サラウンドモードを最高の巧態でお使いいただくため、ご使用前に、 
スピーカーの設定を完全に巧ってください。 

•鹽 

ドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーシヨンからの実施 
権に基づき製造されていまず。 

「 Dolby」、[Pro Logic 」 およびダブル D 記号は、ドルビーラボラトリー 
ズの商標です。 

非公開機密著作物。著作権1 992-1 997年ドルビーラボラトリーブ。不 
許複製。 


デジタルシアターシステムブか6の実施権に基づ 
き製造されています。米国特許番号514511942。 
外国特許申請中。 rOTS 」 及び 「DTS Digital 
Surround 」 はデジクルシアターシステムズの商 
標でず。著作権199日年デジタルシア々ーシステ 
ムズ。不許複製。 


DIGITAL 

Era 

SURROUND 


DOLBY DIGITAL (AC-3 ) サラウンドモード 

ドルビーデジタル （ AC -3) サラウンドモードでは、ドルビーデジクル 
( AC -3) プ□グラムソース（巧熙マークのがいた DVD やレーザー 
ディスクソフトなど)からの 5. 1チャンネルのデジタル人力を 、デジタ 
ルサラウンドサウンドでお楽しみいただけまず。今までのドルビーサ 
ラウンドと比べて、ドルビーデジタル ( AC -3) モードは、音質、空闇的 
な広がり、そしてダイナミック域の面で、はるかに優れた効果を演出 
します。 

ごま意 

5.1 チャンネルのドルビーデジタル CAC -3) サラウンドサウンドを聴く 
ためには、フロントスピー カー (左ち）、センタースピーカー、サラウン 
ドスピーカー(左ち）、サブウーファーを接備する必要があリますが、 
本機はフロントスピー カー だけを接綿していても、ドルビーデジタル 
( AC -3) やドルビープロ□ジックがプ□グラムされているソースをお 
楽しみいただけまず。 - oa 


センタースピーカーに） 


(■Circle Surround けークルサラウンド）」、および（: ♦ DCS ’ 記号 

は、 SRS ラボラトリーズの商標でず。 

著作権 SRS ラボラトリーズ。 


) I TV 

.み— 3— 

\サブウー:; 


\ サブウーファー ( LFE )* 
フ□ントスピーカー(し R ) 


サラウンド スピーカー (し R ) 


サラウンドモードの種疆 J 




, デジタル シアター システム、 ， 

DTS(Digital Theater System ) モード 

DTS は新しいサラウンド方式で、ドルビーデジクルを上回るデータ量を 
持ち、より离音質のサラウンド再生ができまず。 E 2 J マークのがいた DVD 
やレーザーディスクソフトなどを再生ずることができます。信号のチヤン 
ネル数は、ドルビーデジクルと同じ 5. 1チヤンネルでずがデジタル録音時 
の音声圧縮率を低くしたフォーマットであるため、音【こ厚みのある高 S / 
N の再生が可能になっていまず。また、ダイナミックレンジが広くセパレー 
シヨンに優れるなど徽密で雄大なサウンドが特長です。 


センタースピーカー ( C ) 


* LFE = Low Frequency Effects の晦。このチャンネルは、サブ 
ウーファーに、指向性のない低周波数信号を送り、より深かのある低 
音の音攝効果を再現しまず。 

ドルビーデジタル ( AC -3) サウンドトラックは、独立して低周波数チャ 
ンネルを持っていまずが、サブウーファーを懐続すると、他のサラウ 
ンドモードにおいても、低音の音質をよくずることができます。 

このチヤンネルが人力しているときは、ディスプレイじ " LFE " 表示 
が点のします。 


DOLBY 3 STEREO モード 

ドルビー3ステレオは、サラウンドスピーカーを接麻していないシス 
テムのときに使用しまず。ドルビー3ステレオでは、サラウンド成分の 
音をフ□ントスピーカーじ振り分けて再生しまず。このモードでは、ド 
ルビーサラウンドプ□グラムソースで再生できるようじ設計されてい 
ますが、ドルビーサラウンドプログラムソースでないものにもお使い 
いただけます。このとき、セリフが聞こえる位這や、音の広がりかたな 
どのタカ累が薄いことがあります。 


\ サフウーファー ( LFE )* 

フ□ントスピーカー(し R ) 


センタースピーカー ( C ) 


サラウンドスピーカー(し R ) 


* LFE = Low Frequency Effects の略。このチヤンネルは、サブ 
ウーファーに、指向性のない低周波数信号を送り、より深みのある低 
音の音塌効果を巧現しまず。 

このチヤンネルが入力しているときは，ディスプレイじ " LFE " 表示 
が点なしまず。 



\サブウーファー ( SW ) 
フ□ントスピーカー(し R ) 













ドルじー ノ U u ンツク .■ 

DOLBY PRO LOGIC サラウンドモード 


DSP モード 


ドルビープ□□ジックプ□グラムソースは、特別な方法で記録された 
2チヤンネルのサラウンドフォーマットで、 nni DOLBY SURROUND | マー々 
の付いたビデオや、レーザーディスクソフトなどがあります。 

ドルビープ□□ジ 、ソク は、ドルビーサラウンドプ□グラム ソース からの 
信号を加工して、峡画館にいるようなサラウンド効菜を再現するよう 
に設計されています。 


DSP (デジタルシグナルプ□セ、ソサー）サラウンドモードは、ソースに 
合わせて劇場タコンサートホールなどの雰囲気を選択ずることがで 
きます。 CD プレーヤーかテレビ、 FM ラジオなどのステレオ信号を入 
力しているときじ有効でず。 

コンサートやスポーツなどをよりいっそうお楽しみいただけます。 


センタースピーカー ( C ) 


センタースピーカー ( C ) 


■1 I A 


SRS dfrcle SiFr ち心 d (マルチチヤンネル再生 )モード 

SRS Circle Surround は、ステレオ2チヤンネルのソースを、上記 
のサラウンドのように、マルチチヤンネル再生をずるシステムでず。 
CD など通常ステレオ2チヤンネルのソースを、お手持ちのマルチス 
ピーカー（フ□ント、センター、サラウンドスピーカーなど)で再生して 
楽しむことができます。 


センタースピーカー ( C ) 


\サブウーファー ( SW ) 
フ□ントスピーカー(し R ) 

\ 

サラウンドスピーカー(し R ) 


DSP について 

通常音質は周固の環境、特に残響音によってをちされます。 DSP は入 
カソースに、その音質をそこなわず、コンサートホールなどの残響音 
をな]えるものでず。 


DVD 6 チヤンネルモード 

お手持ちの DVD プレーヤーが DVD 6 チャンネル出力に対応してい 
る場合は、 DVD 6 チヤンネル接輪をずることによって、より劾粟的な 
サラウンドをお楽しみいただけます。 


センタースピーカー ( C ) 


\サブウー ファー ( SW ) 
フ□ントスピーカー(し R ) 

サラウンドスピーカー(し R ) 


\サブウーファー ( LFE )* 
フ□ントスピーカー(し R ). 


サラウンドスピーカー(し R ) 


* LFE S Low Frequency Effects の略。このチヤンネルは、サブ 
ウーファーに、指向牲のない低周液数信号を送 U ， よ y 辣みのある低 
音のを場巧巣を再現しまず。 

このチヤンネルが入力しているときは、ディスプレイに " LFE " 表示 
が点のします。 









サラウンド再生 


Dd 陳 Y D 胤 fAL ( AC -3) は曲顧マークの人ったし D ソフト 、 DVD 
および 、 DOLBY DIGIT な L ( AC - j 3 ) フォーマットのデジタル碑寧など 
に有劾でず 。 DOLBY PRO l 6 爸 tc または DOLBY 3 S ホ阮〇は 
□□し DO 皿 fsuRRQu 西]マークの人ったビデオ（または DVD 、 し D ) ソフトの再 


DTS 信号を入力し ているとき (DTS 表示がぶな) 

广 ( DDTS : DTS サラウンド 
L ⑤ STEREO : 通常のステレオ再生 


生時に有効です。 DTS は芭對マークの人った DVD 、 LD ソフトの再生 


時に有効で:す、。， 

d'lrck SlT げる tind は CD などの2チヤンネルのソースをマルチチヤン 


ネルで再生します。 


DOLBY D 稽 ffA じ技 t さ ki がのデジタル信焉または アナ 
ログ信号のとき 


INPUT MODE 



編 


準備しましよラ 

•使巧ずる関連機器の電源ををオンにずる。 

•サラウンド再生の準備をずる（スピーカーの設定をずる）。一目 g 
•す争 U たい本カソースを選ぶ。 .* 

• INPUT MODE キーを使用して、再生したいソースのインプットモー 

卜こ-巧^〇^ 筆たはデジタル; を選ぶ。 —励 

• INPUT MODE をアナログじ設定:すると DTS ソースを再生したと 
きにノイズがでることがありまず。 

〇ビデオソフトを再生する 


① PRO LOGIC ： PRO LO 讶 C サラウンド ( PROLOGIC 表示が点な) 
CD 3 STEREO ： 3 STEREO サラウンド (3 STEREO 表示が点好〉 

感 CIRCLE SURROUND: CS 5.1 サラウンド ( CS 日. 1 表示が点!の 
0ARENA ： DSP サラウンド 、 

感 JAZZ CLUB ： DSP サラウンド 
©THEATER ： DSP サラウンド 
⑦ STEREO: 通常のステレオ再生 


•ドルビーデジタル日.1チヤンネル入力信号を、ステレオモードで再 
生ずるときは、ディスプレイの D ( S が Sr 诗 ix インジケーターが点灯 
し、ダウンミツクスされます。 


□ 音量を調節する 


ご注意 

• 入力信号の種類や設定したスピーカーのタイプによって、選ぶことが 
できないモードちあ y まず。 

• サラウンド効果がうま < 得られない場合や、お好みのモードが選べな 
い場合は、スピーカーの設定、インプットモードの設定をご猛認くださ 
い。 

• ドルビーデジタル ( AC -3) サラウンドはもちろん、ひとつの機器でずべ 
てのリッスンモードを築しみたいときは、ドルビーデジタル （ AC -3) 
フォーマットじ対応した再生機器をご使用ください。このとき、ドルビー 
デジタル ( AC -3) フォーマットのオーディオデジタル信号は、 デジタル 
入力端すへ、通常のオーディオ信号は才ーディオ入力端すへ正しく懐 
続してください。 -题-励.願-廳 


曰 LISTEN MODE (LISTEN M.) キーを押し てリッスンモー 
ドを選ぶ 

リッスンモードの設ち喊それえす I の人力で独立して記憶してし巧す。 
人力信号の種類 (DCDllBY DI 割 Ta し DTS など)、インプットモード 
の設定や設定したスピーカーのタイプにより選べるモードが変わり 
ます。 

押すたびに切りおわります。 

このとき、が下のリッスンモードの中から、現をの入力信号の種類やス 
ピーカーの設定で再をできるモードのみが選べます。 

DOLBY DI&ffA し信号を入力してし 、るとき化) Otey 
DIGITA し、 PRO LOGIC, または3 STEREO 表示が点灯) 


* ©DOLBY DIGITAL ： DOLBY DIGITAL サラウンド 

③ PRO LOGIC ； PRO LOG にサラウンド 
感 3 STEREO ： 3 STEREO サラウンド 

④ CS : CS 目. 1 サラウンド 

-⑥ STEREO: 通常のステレオ再生 


DOLBY DIGITDAL を選んだとき 




















臨巧感を奠しむ 


叫： '' T::U 


DVD 6 チヤンネル再生 

巧猛8遇思 S 賊巧抵な肥で並; H 恐,。ご '3 技にな;由?::5;溫;;ご!;;；'■ご 8.-- ぶ.-:嘴..'ぶ;し';::；：ど. • • —- 

DTS CD などの Odt 芭 Y DI 到 fAL ( AC -3) l ： パトのソースを再生する 
場合、音がでなかったり、ノイズがでることがあります。この場合 DVD 6 
チャンネル再生をずることで、的確にサラウンド音声を再生することが 
できます。 


便利な機能 


INPUT MODE 


INPUT SELECTOR 



MOVIE- 


B ロリ 
◎ 曲 ◎) 

な >ca 

觀© 

〇〇〇 

徽 

000 

000 

〇〇〇 

000 

000 


準備しましよラ 

•お手持ちの DVD プレーヤーと DVD 6 チヤンネル接綿をずる。 

—鹽 

•使用する関連機器の電源ををオンにずる。 - 

■サラウンド再生の準備をする。 


口 INPUTSELEbTOR つまみまたは MOVIE キーで DVD / 
6ch を選ぶ 

DVD /6 ch を選んだときにスピーカ ー B が選ばれているときはき動 
的にスピーカ ー B をオフにし、スピーカー A がオンになります。 


旦 INPUT キーで6が? INPT を選ぶ 

回 DVD プレーヤーを离をする 


•励 


DIMMER 




音を調整するには 

再生中にお好みで音を調整ずることができます。 

OS ろなも D キーを巧して調拴したい項目を表示させる 
押すたびに切り換わります。 

このとき、モードによっては表示されない項目があります。 

-① BASS (低音域の音質調整） 

③ TREB (高音域の音質調整） 

感 Cch (センタースピーカーレべルの調整） 

渾 RS (サラウンドちスピーカーレべルの調整） 

⑥ LS (サラウンド左スピーカーレベルの調整） 

感 SW (サブウーファーレベルの調整） 

⑩ INPUT (インプットレペルの調整） 

⑥ NIGHT (ミッドナイトモードのオン/オフ） 

■⑨ CINEMA/MUSIC (サークルサラウンドモードの選が） 


27 


操 

か 

源 


•跑 

—鹽 


•励 

-鹽 


G mOlti cd が f ザ 0L つまみ、または ▲/ マキーを使ってレベルを調 
節する 

•調整項目は約8秒間表示されまず。 


回 音量を調節する 

•をスピーカーのを翼は DVD プレーヤーで調節しまず。サブウー 
ファーはサブウーファーの营さ調節つまみなどで音査を詞おしま 
す。 







タタ， _ _ — _ „ 

ミッドナイトモード(ドルビーデジタル ( AC -3) モードのみ) 

夜中に映画を見るときなど、音量をあまり上げられないことがあります。 
このミッドナイト モー ドを選ぶと、ドルビーデジタル (AC-3) の映像ソフ 
卜であらかじめ指定されている部分（急に音量が大きくなるシーンな 
ど)だけを、音声信号レペルの上限から下限の幅を圧縮し、指定されて 
いない部分との音量差を少なくします。'これ【こよ从かさな音量でもす 
ぺての部分が聴きやすくなりまず。お好みでお楽しみ < ださい。 

OS がが D キーを数回巧して "N 括 hT" を表示:させる 
• CD / DVD.,VIDEO 2 または VIDEO 3 の入力で、サラウンドモードが 
AC3 のときのみ邁ベます。 

〇 M 日 じ TI CO が fgbL つまみ、または ▲/ ▼キーを使ってオン/オフ 
を 選ぶ 


spOQ 


山凶山 

LFE SW 

回画 




•調整項目は約8砂間表示されまず。 

•ドルビーデジクル （ AC -3) の映像ソフトじは、ミツドナイトモードに 
対応していないものもあリまず。 

— — ?— n Msr —で u amix ; 

サークル サラウンド’ モード 

媒 ステレオ2チヤンネルのソースをマルチチヤンネル（サークルサラウン 
作 ド)で楽しむときに、ソースの種類によって、最適な再生モードを簡単に 
編 選ぶことができます。 

〇 LiSfEN m 66 e(LISTEN M .) キーを数回押して "C 旧 CLESUR - 
ROUND " を表示させる 

©S ろな扫 D キーを数回押して "CIN 目が IA/MUS に"を表示させる 

〇 mOiTtI Cd が梢 bL つまみ、または ▲/ ▼キーを使って " CINEMA " 
(映画など）または" MUSK " 诣楽など）を選ぶ 


ディ スフ"レ イの明るさを調節する —— 

本機のディスプレイの明るさを選べまず。部屋を暗くして峽画を見た 
り、音窠を聴くときに便利でず。 

DI なな ER キーを押すたびに3段階で切り換わります。お巧みの巧 
るさじしてください。 

リモコンで操作する場合は、 F . sffib キーを押してから DI 財が ER 
キーを押します。 



ザ； ■ 二 : ' . ’ ： • ■: ご — て，一 •" ~w—■- 0 — ^ - — 3^! 

96kH 之し PCM の再生 

96 kHz LPCM に対応していまず。 

96 kHz DVD をお聞きじなる場合はリッスンモードを " STEREO " にし 
てください。 

‘ ■表示部に 96 kHz と表示された塌合は LiSfI n m ち fie キーを押し 
てください。 （ STEREO モードに切り披わリまず。） 


サブウーファーの調節 

リモコンで簡単にサブウーファーの音量を調節することができます。 

〇 SUB W •キーを押して " SW " を表示させる 


山回因! 

■ LFE SW 
r し引 iRsi 


包 vdlt ぶ iE ( V (5 iit が化 +/-) を使ってレベルを調節する 
• - lOdB 〜十 lOd 己の範西で調節できまず。 






















アンプ部 


端' 獲'.- 1 み:’ グ / .，产 h も一 '，.''' ，’占’- か '"な-, 1 軒'でれ;'走ふ:''-古が' ぶ:串み 

綱慶餅 S 3 症が / 

藍挺逆觉 


ぶ S ■招-ぶ; 盛4朝 

音が出ない。 

♦スピーカーコードがはずれている。 

♦音量を最ルじしている。 

♦ MUT 巨がオンになっている。 

•スピーカースイッチがオフになっている。 

•"接錦のしかた"をみて正しく接縮し直す。 

- 願 

♦適当な音量にする。 

■ MUTE をオフにする。 — g 因 

• スピーカースイツチをオンにずる。 — ^ 

スタンバイインジケーターが点滅し、音が出ない。 

■スピーカーコードがショートしている。 

•—時電源スイッチを切り、シヨートを取り隙き、 
再度電源スイッチを入れる。 

スピーカーの片側から音が出ない。 

■スピー カ —コードがはずれている。 

*11 接揣のしかた"をみて正しく接滿し直ず。 

サラウンドスピーカーまたはセンタースピーカーか 
ら音が出ない、または音が小さい。 

•サラウンドスピーカー、センタースピーカーが 
接縮されていない。 

■サラウンドモードになっていない。 

■サラウンドレベル、およびセンターレベルが最 
ルになっている。 

•"接欄のしかた"を見て正しく摇続し直寸。 

•サラヴシドモードにずる。 

•テス14'-ンを使って、スピーカーのレベルを調 
節ずる。 —晒 

入力切換キーを PHONO にすると、ブーンという音 
が出る。 

•プレーヤーのオーディオコードが PHONO 端子 
にしっかりと差し込まれていない。 

■プレーヤーのアース線が接続されていない。 

■オーディオコードを PHONO 端子に完をに差し 
込む。 

•アース線を背面の GND 端子に接続寸る。 

DVD プレーヤーでドルビーデジタル （ AC -3) の 
ソースの再生を始めると最初の音が切れる。 

• DVD プレーヤーの種類じよって、いろいろな原 
因が态 y ます。 

•インプットモードをデジタルマニュアルにして 
からドルビーデジタルのソースを巧生ずる。 

-闡 

DVD を巧生しても、音が出をい。 

•インプットモードがデジタルマニュアルに設定 
されている。 

• INPUT MODE キーを押して、デジタルホート 
を選ぶ。 〜〇2 

ビデオ入力からの録画ができない。 

• コピープロテクトががかっている。 

•コピープ□テクトがかかっているソースは録画 
できません。 


チユーナー部 


んぃ亡,ミ糾ち渝斬挑巧；*’-た 

.1' どむ. 'r •，'.かぶをで,]响ボ.術が.巧.进 1'. みIIす！- * =.• .* •-： : てと 

, 靡な韩おは ： 


巧送局が受信できない。 

•アンテナを接続していない。 

•放送バンドが合っていない。 

■受信したい放送局の周波数に合っていない。 

•アンテナを接滿する。 -1^ 

•放迸バンドを合わせる。 

♦受信し’たい放迸局の周波数に合わせる。 

•願 

雑音が入る。 

■ 自動車のイグニッションノイズ。 

•電気器具の影響じよるもの。 

•テレビがお < じある。 

■外部アンテナを道路か 6 離して設置ずる。 
•電気器具の電源を切ってみる。 

•テレビから離ず。 

プリセットしたあと、数字キーを押してをを信でき 
なし、。 

• プリセットした放送局が、受信できない周波数で 
.ある。 

•長い間、電源コンセントを抜いていたため、メモ 
リーが消えてしまった。 

•受信できる周波数の放送局をプリセットずる。 

•もう一度プリセットする。 




























定格 


V >;-- 


ふを’-心' 


1のべーシは巧を確イ呆のために化すお就みください 


才ーディォ部 

ステレオモード 

ち格出力 ( EIAJ ). 

実用最大出力 . 

サラウンドモード （1 ch 動作時） 

最大出力 

フ□ント . 

セ/夕一 . 

サラウンド . 

全高調波歪率 . 

周波数特性 ( IHFI 78) 

CD . 

SNA f 

PHONO ( MM ). 

CD . 

入力端子(感度/インピーダンス） 

PHONO ( MM ). 

CD . 

出力端子(レベル/インピーダンス) 


.75 W + 75 W 

(40 Hz 〜 20 kHz 、0.7%、4 が 
.…125 W + 125 W (曰 AJ 、4 Q ) 


120 W + 120 W (1 kHz 、1 0〇/〇、 4 Q ) 
....... 120 W (1 kHz . 10%.4 Q ) 

120 W + 120 W (1 kHz 、1 0%、 4 Q ) 
.0.055% (1 kHz 、50 W 、4 が 

【13 Hz 〜 53 kHz ) + 0 d 巨〜- 3 dB 

.75 dB ( IHF '66) 

. "..….91 dBClHF '66) 

.2.5 mV /47 

. 200 mV / 47 kQ 


TAPE REG .. 200 mV /10 kQ 

プリアウト（フ□ント L 、 R ). 1 V /1 kQ 

(センタ—•サラウンド） ... 1 v /1 kQ 

(サブウーファー) .2 V /2 kO 

トーンコントロール特性 

BASS .±10 dB ( l 00 Hz ) 

TREBLE .±10 dB (10 kHz ) 


デジタル部 


対応サンプリング周波数 . 32 kHz 、 44.1 kHz 、 48 kHz 、96 kHz 

入力端子(感度/インピーダンス/波長） 

オプチカ J レ.. . 卜15 dBm 〜 -21 dBm )660 nm ±30 nm 

コアキシヤ J レ .0.5 Vp-p / 75 a 


FM チューナー部 


受信周波数お西 . 76 MHz 〜90 MHz 

アンテナインピーダンス . 75 Q 不平衡 

実用感度（モノラ J レ75 Q ).1.6| xV /15.2 dBf 

(76 kHz DEV . SINAD 30 dB ) 

高調波ひずみ率 (1 kHz ) 

モノラ J レ .0.3 % 

ステレオ .0.7 % 

SN 比 

モノラ■(レ . 75 dB 

(65 dBf 入力時） 

ステレオ . 68 dB 

(66 dBf 入力職 

実効選択度は400 kHz ). 加 dB 

ステレオセハ•レーシヨンけ kHz ) . 36 dB 

周波数特性 .(30 Hz 〜1 5 kHz ) +0.5 dB 〜 3.0 dB 

AM チューナー部 

受信周波数巧囲 . 531 kHz 叫，602 kHz 

実用感度 (30% mod .、 S / N 20 dB ). 18が/ (600 いの n ) 

SN 比は〇〇 / omod 。 1 mV インプット） 

モノラ J レ . 48 dB 

ステレオ . 38 dB 

ステレオセ/くレーシヨン . 30 dB 

電源部•その他 

定格消ち電力(電気用品取締法に基づく表示） . 215 W 

AC コンセント 

連動コンセント . 2(最大合雲十200 W ) 

最大がお寸法.. ... 幅: 440 mm 

高さ：143 mm 
II 巧： 400 mm 

重畳(正な） . 7.2 kg 


ビデオ部 


入力端子(感度/インピーダンス） 

VIDEO (コンポジット） . , . 1 Vp - p / 75 Q 

SVIDEO ( Y - シグナル） . A .1 Vp - p /75 Q 

S VIDEO ( C - シグナル）. . 1 . 0.286 Vp - p / 75 il 

出力端子(レベル/インピーダンス） 

VIDEO (コンポジット） ... 1 Vp - p / 75 £i 

SVIDEO ( Y - シグナル） .1 Vp - p /75 

S VIDEO ( C - シグナル） .0.286 Vp - p /75 Q 


メモ y — バックアップ 

本機に通谋されていないが劇こしてから、約3日ほど紹過すると、な下の 

内容が消えますのでごミま意くださ t 

、。 

* パワーの:伏態 

• MD / TAPE 選択モード 

♦入力切換の設定 

• 6 CH /2 CH 人力切り換え 

•デバイスプリセット 

■リッスンモードの設定： 

♦映像化力 

•スピーカーセットアップの内容 

♦スピーカーオン/オフ 

•インプットモードの設定 

■ポリュームの植 

■ミッドナイトモードの設定 

• BASS , TREBLE、INPUT レバル 

•受信バンド 

♦サブウーファーオン/オフ 

■周波数 

• DIMMER レペル 

•プリセット放送局 

•モニターオン/オフ 

♦受信方法 


ごま意 

1 . これらの定格およびデザインは、技術開発に伴い予告なく変更することがありまず。 

2. 極端に章い（水が凍るような）場所では十分な性能が凳揮できないことがあります。 
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保証と アフターサービス(必ずお読み〈ださい) 


獨巧な巧笠;にご;:;''3街:3四:巧 S 止'二;?.:邱こ’巧;ごご瓦二；.ご;ごご.;;こ;.—ニニ::.- '' „ ''' ?1'. .r ごご:’:つ王 —' '. r .: 二-二':':.' —— z .—' こ :: r こぶ—ご-つ'な'でで'ふご过;リニ。’.’ご：’’.'。巧むで s’.]:': ごごが s’, の二?迎じの口 iss'i 进こ忍巡ぶ的 

修理を依頼されるときは 


深証書佩膳添が； 

この製なには、保謡畜を（別途）添付しております。保部さは、也、ず 
r お貢い上げ日•販売店名」等の記入をお確かめの上、販売店から受け 
取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管しでください。 

保証期間 

保証期間は、お買い上げの日より1年間です。 

電池や、一部の消窝部品の交換、ならびにを下、水巧など、不適切な 
ご使用による故障の場合は、巧部期間内でも有料となります。詳しく 
は保謡音をご費ください。 


修理に関するご相談ならびにご不明を点は 

ura に関するご相談ならびにごで明な点は、お買い上げの販売店または 
ケンウッドのサービスセンター、サービスステーシヨンへお問い合わせ 
ください。 

(お問い合わせ先は、添付の r ケンウッドサービス綱」をご費ください> 


補修用性能部品の最低保有期間 

ステレオの補修用性能部品の最巧保有期間は、製造巧を切り後、8年 
間です。 

このが間は、通省産業省の指導による屯のです。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品で 
す。 


シリアル番号について 

システム商品の各機掛こ取礎シリアル番号がつけられておりますが、保 
証香にはシステム管理用として、別のシリアルを号が印刷されていま 
す。 

が■届の保詔香で、お買い上げのシステム搏器（基本システム）すべての 
保証修理がをけられます。 


r お隋かな？と思ったら」に従って爾べていただき、なお異常があるときは、裝品の使用を中止し、必ず電源プラクを抜いてから、お買い上げの販売店 
またはケンウッドのサービスセンター、サービスステーションにお問い合わせください。 

この製品の故障-誤動作-不真合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の捕借じつきましては、当社は一切その寅なを負いませんの 
で、あらかじめご了承ください。 

• おを様または第 S 者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音.再生などおぎ様または第；者が製品利用の機会をなしたことによる損害 


保証期間中は 

保証期間中は保証富の規定にがって、お買い上げの販売店またはケン 
ウッドのサービスセンター、サービスステーションが修理をさせてい 
牛-だきます 

修理に際しましては保証香をご提示ください。 


出張修理/持込修理 

「出張修理」、 r 持込修理」のどちらが適用されるかは機種によって異なりま 
す。保証音の記載をご確認くださし、。出張修理を依頼されるときは、巧 
のことをお知らせください。 


■製品を 


•製造番号 （Serial No .) 


•お買い上げ年月日 


■占女障のをが（で I きるだけ異体的に） 

•ご住所（ご近所の目印等电がせておが6せください) 


•おを前、電話番号、訪問ごを望日 


_ f _ 

保証期聞が湿ぎてし 1るときな 

保詔期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場合には、ご希 
望により有料で修理させていただきます。 


修理料金のだ:組み(有解修理の場合は、つぎの料金をいただきます) 
•技術料： 

巧瞎した製品を正常に修復ずるための料金でず。技術者の人件費、 
技術教育費、測定機器等設備費や、一般管理費等が含まれまず。 

♦部品代： 

修理に使用した部患の代金でず。その他、修理にが帯す 
る部材等を含む塌合もあリます。 

•出張料： 

製品のある場所へ技術者を派遣ずる場合の費用でず。 

別途、駐車料金および通行料金をいただく塌合があ LJ まず。 


お買上げ店を 


電話 （ 


















KENWOOD 

株式会社クンウッド 
干1 50-8501 ま京都渋谷区道玄お 1-14-6 

♦商品および商品の取り扱いに関するお問いをわせは、おぎお相談室をご利用ください。 

おをお相談室谏就電話 (03)3477-5335 干 153-0042 東京都目黒区青葉台 3-17-9 

(大阪）電話 (06)6357-5335 干 534-0024 大阪ホ都島区東野田町 1-20-5( 大阪を橋第一生をビル） 
♦アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または、添付の r ケンウッドサービス網」をご参照のうえ、最 
寄りのサービスセンター、サービスステーシヨン、サービススポットにご相談ください。 





